
２学期始業式 校長講話（抜粋版） 

 

 

皆さん、おはようございます。 

夏休み中、進路の相談や部活動、文化祭準備に登校してきた生徒の皆さんに会いました。 

皆、生き生きと目を輝かせて、自分の将来のことを考えたり、目の前の自分自身のなす

べきことに一生懸命取り組んでいるように見えました。 

さあ、今日から２学期です。 

 

ここで、皆さんに一つ質問します。 

この夏休み、自分は少しでも成長したと言える人はいますか。 

 

勉強、部活動、アルバイトや家庭での経験かもしれませんね。 

成長とは、何か特別なことを成し遂げることだけではありません。 

昨日の自分より、一歩前に進むことです。 

今日から始まる２学期も、皆さんが大きく成長する学期になることを期待しています。 

 

今日は三つの話をします。 

 

１ 朝霞西高校の目指す学校像「伸びる朝西、伸ばす朝西 ～確かな学力と豊かな心を

育み、君の夢を応援します」から 

朝霞西高校で育む「確かな学力」について 

 

皆さんに質問します。 

スマートフォンで調べれば答えが出てくる時代に、学校で学ぶ意味は何でしょうか。 

知識だけなら、AI の方がたくさん知っています。 

計算だけならコンピュータの方が速いでしょう。 

では、人間に求められる力は何でしょうか。 

 

それは、「正解を覚える力」ではなく、正解のない問題に向き合う力です。 

例えば、 

・地域の課題をどう解決するか 

・環境問題にどう向き合うか 

・将来どんな生き方を選ぶか 

これらには模範解答がありません。 

だからこそ、 

 ・自分で考える力、 

 ・仲間と話し合う力、 

 ・自分の考えを伝える力、 



そして 

・学び続ける力 

が必要になります。 

 

人生１００年時代と言われる今日、皆さんは卒業後、80 年近い人生を歩みます。 

今ある仕事が、10 年後にもあるとは限りません。 

まだ存在しない仕事に就く人もいるでしょう。 

だから学校で身に付けるべき学力は、単に「知識」ではなく、「知識を使う力」です。 

私は皆さんに、「勉強しなさい」と、それだけを言いたいのではありません。 

「学び続ける人になってほしい」と、思っています。 

 

２ 朝霞西高校の目指す学校像「伸びる朝西、伸ばす朝西 ～確かな学力と豊かな心を

育み、君の夢を応援します」より 

朝霞西高校で育む「豊かな心」について 

 

次に、豊かな心についてです。 

皆さんにまた一つ質問します。 

皆さんは、自分と全く同じ考えの人に出会ったことがありますか。 

 

おそらくいないと思います。 

友達も、 

家族も、 

先生も、 

みんな違います。 

 

SNS ではどうでしょう。 

自分と違う意見に対して、すぐに否定したり、攻撃したりする場面を目にすることがあ

ります。 

 

でも私は思います。 

 

これからの世の中で本当に必要な豊かな心とは、 

「違いを認められる心」ではないでしょうか。 

 

誰かの意見に対して、「それは違う」と言うことは簡単です。 

でも、「そういう考え方もあるのか」と受け止めることは簡単ではありません。 

豊かな心とは、相手を理解しようとする心です。 

 

そして、また、豊かな心とは、自分を大切にする心です。 



皆さんに覚えていてほしい言葉があります。 

「自分を大切にできる人は、人を大切にできる。」ということです。 

自分の良さを認め、 

仲間の良さも認め、 

みんなで成長していく。 

 

そんな学校を一緒につくっていきましょう。 

 

３ 良かれと思った行動が相手を傷つけることもある 

 

最後に、最も大切な話です。 

皆さんにまた質問します。 

友達が落ち込んでいたので、「そんなこと気にするなよ」と言いました。 

さて、この言葉は優しさでしょうか。それとも相手を傷つける言葉でしょうか。 

どう思いますか。 

 

きっと「優しさだ」と思う人もいるでしょう。 でも、「傷つくこともある」と思う人もい

るでしょう。 

実は、どちらも正解、と言えます。 

なぜなら、大切なのは言った人の気持ちではなく、受け取った人の気持ちだからです。 

 

皆さんもこんな経験はありませんか。 

グループで盛り上がっていた。 みんな笑っていた。 

でも後になって、「あれ、本当は嫌だったんだ。」と言われたこと。 

あるいは逆に、自分は笑っていたけれど、本当は少し傷ついていたこと。 

ありませんか。 

 

朝霞西高校には、悪意をもって人を傷つけようなんて人は一人もいないと思います。 

でも、「良かれと思った」 「冗談のつもりだった」 「みんなやっていた」 

そんな行動が、誰かを傷つけることがあります。 

「自分は悪気がなかった」と言えば、相手の傷ついた心は元に戻るでしょうか。 

戻りません。 

 

だから今日の帰りに一つだけ考えてください。 

自分が最近言った言葉や、した行動で、相手は本当に同じ気持ちだっただろうか。 

 

行動は相手に届いて初めて完成します。 

何かを言う前に、SNS で何かを投稿する前に、何かをする前に、一度だけ考えてくださ

い。 



「もし自分が言われたらどう感じるだろう。」ということだけでなく、 

「相手はどう感じるだろう。」ということを、です。 

 

この違いはとても大きいのです。 

 

皆さん一人ひとりが常にその問いと向き合うことができたなら、学校は皆さんにとって、

とても居心地の良い安心できる場所になると思います。 

もっと言えば、世の中から「いじめ」という言葉もなくなるのではないでしょうか、 

 

まとめ 

 

２学期の始まりに、皆さんに三つのことを伝えました。 

一つ目。 

朝西の目指す「確かな学力」とは、答えのない課題に挑戦する力である。 

二つ目。 

朝西の目指す「豊かな心」とは、違いを認め、相手を理解しようとする心である。 

三つ目。 

「相手はどう感じるだろう」と考えることが居心地の良い安心な学校を作り、ひいては

いじめのない社会を作り出すのである。 

 

最後にもう一つだけ質問します。 

 

２学期の終業式の日、皆さんはどんな自分になっていたいですか。 

その答えを持ちながら、今日からの学校生活をスタートしてください。 

皆さん一人一人の成長を期待しています。 

私の話は以上です。 


